
NO.113 （10）日 高 市 議 会 だ よ り

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ

い
て

�

田
中
　
ま
ど
か

高
指
山
の
活
用
に
つ
い
て

�

和
田
　
貴
弘

一
般
質
問
の
要
旨

心豊かな子どもたちを育むために

地域の伝統行事

問　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
多
く
の
自
治
体
で
「
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計

画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

日
高
市
は
、
い
ち
早
く
平
成

16
年
に
策
定
し
た
も
の
の
、

平
成
24
年
か
ら
28
年
ま
で
の

第
２
次
計
画
は
、
期
間
の
終

了
後
、
更
新
が
さ
れ
て
い
な

い
。
計
画
の
有
効
性
と
次
期

計
画
の
策
定
予
定
は
。

答　

次
期
計
画
は
、
小
中
一

貫
教
育
へ
の
移
行
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
施
、

読
書
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
来
年
度
中
を
目
途
に

策
定
準
備
を
進
め
て
い
く
。

そ
れ
ま
で
は
現
計
画
に
基
づ

い
て
読
書
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。

問　

現
計
画
で
は
、「
学
校

の
読
書
環
境
を
整
備
す
る
上

で
、
図
書
館
司
書
教
諭
、
図

書
整
理
員
、
図
書
館
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
は
大

変
重
要
で
す
。」
と
あ
る
が
、

令
和
２
年
度
の
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
導
入
に
伴
っ
て
、

市
内
12
校
を
巡
回
し
て
本
の

整
理
、
点
検
、
修
理
、
廃
棄
、

新
着
本
の
受
入
れ
等
を
行
っ

て
い
た
図
書
整
理
員
２
名
の

配
置
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ら
の
作
業
が
滞

り
、
児
童
生
徒
の
読
書
活
動

に
支
障
が
出
る
ほ
か
、
図
書

担
当
教
員
の
負
担
も
増
し
、

特
に
児
童
数
や
蔵
書
数
の
多

い
学
校
は
深
刻
と
考
え
る
が

現
状
の
認
識
は
。

答　

図
書
整
理
員
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
関

係
各
課
と
調
整
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
学
校
運
営
協
議

会
で
学
校
図
書
館
の
整
備
に

つ
い
て
熟
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

問　

予
約
開
始
時
の
混
乱
や

ワ
ク
チ
ン
供
給
状
況
の
変
化

を
見
て
、
当
初
の
接
種
計
画

か
ら
改
善
し
た
点
は
。

答　

一
人
で
は
予
約
が
困
難

な
方
に
公
民
館
等
で
予
約
支

援
を
行
い
、
約
２
千
件
の
相

談
が
あ
っ
た
。
医
療
機
関
の

協
力
で
予
約
枠
に
つ
い
て
は
、

一
日
当
た
り
100
か
ら
150
件
追

加
し
て
、
７
月
末
ま
で
に
総

数
で
約
５
千
700
件
増
や
し
た
。

集
団
接
種
会
場
の
開
設
日
は

５
日
間
増
設
し
た
。
医
療
機

関
で
の
接
種
会
場
は
、
１
カ

所
追
加
し
た
。
電
話
予
約
等

に
つ
い
て
は
、
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
内
に
対
応
人
員
を
配

置
す
る
な
ど
改
善
策
を
講
じ

て
い
る
。

問　

高
指
山
無
線
中
継
所
跡

地
の
現
段
階
の
活
用
方
法
は
。

答　

今
年
度
購
入
し
た
無
線

中
継
所
跡
地
は
、
遠
足
や
ハ

イ
キ
ン
グ
で
訪
れ
る
皆
様
の

休
憩
場
所
な
ど
広
場
と
し
て

開
放
す
る
。
敷
地
の
周
囲
に

転
落
防
止
柵
を
設
置
す
る
ほ

か
、
さ
ら
に
、
頂
上
に
山
頂

表
示
を
設
置
す
る
。

問　

高
指
山
を
含
む
「
ふ
る

さ
と
の
森
」
の
指
定
状
況
は
。

答　

日
和
田
山
周
辺
の
第
１

号
地
に
続
き
、
高
指
山
周
辺

の
区
域
を
保
全
す
る
た
め
、

こ
の
地
域
を
第
２
号
地
に
指

定
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高
指
山
山
頂
を
含
む
約
２
ha

を
候
補
地
と
位
置
付
け
て
お

り
、
地
元
関
係
区
長
へ
の
連

絡
の
ほ
か
、
対
象
に
な
る
土

地
の
所
有
者
の
方
か
ら
日
高

市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く

「
ふ
る
さ
と
の
森
」
の
指
定

に
つ
い
て
、
同
意
を
い
た
だ

い
た
。

　

�

観
光
推
進
と
地
域
振
興
に

つ
い
て

問　

日
和
田
山
、
高
指
山
、

物
見
山
の
３
つ
の
山
を
Ｐ
Ｒ

し
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

う
べ
く
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
す
る

考
え
は
。

答　

観
光
面
や
環
境
保
全
の

観
点
、
森
林
資
源
を
活
用
し

た
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
意
識
の
醸
成
等
を
目
的
に

啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
３
つ
の
山
頂
の
特

色
を
生
か
し
た
愛
着
を
持
た

れ
る
通
称
を
定
め
、
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

地
域
に
伝
わ
る
素
朴
な

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
は

ど
う
か
。

答　

お
祭
り
な
ど
地
域
の
伝

統
行
事
は
、
地
域
の
皆
様
の

Ｐ
Ｒ
活
用
に
対
す
る
理
解
と

機
運
の
高
ま
り
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
の
支
援

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

地
域
の
賑
わ
い
の
創
出

に
空
き
店
舗
を
有
効
活
用
す

る
考
え
は
。

答　

商
工
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
活
用
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問　

地
域
や
家
庭
で
伝
統
的

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
う

ど
ん
」
や
「
ま
ん
じ
ゅ
う
」

な
ど
の
郷
土
料
理
を
日
高
の

名
物
に
す
る
考
え
は
。

答　

郷
土
料
理
な
ど
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
と
し
て
商
工
会
の
実

施
す
る
高
麗
の
郷
ブ
ラ
ン
ド

認
証
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
、

日
高
市
の
名
物
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
市
内
業
者
等
と
連

携
し
て
い
く
。


